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NTTドコモは、昨年12月25日をもちまして上場廃止となりました。

株主、投資家の皆様におかれましては、

これまで当社へのご理解とご支援を賜り、

厚く御礼申し上げます。

今後、各四半期決算につきましては、NTTと同時に公表し、

メディアや投資家の皆様へ情報発信と

対話の機会を継続してまいります。

そして、NTTグループの中核として自らを変革・進化させ、

社会課題の解決とグループの発展に貢献してまいります。

新たなドコモの成長にどうぞご期待ください。
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第3四半期決算（累計）概況

IFRS

◆ フリー・キャッシュ・フロー算定にあたっては、期間３ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除く。

2019年度
3Q 累計(1)

2020年度
3Q 累計(2)

増減
(2) － (1)

増減率

営業収益 35,160 35,131 －29 －0.1%

営業利益 7,879 8,218 ＋339 ＋4.3%

当社株主に帰属する四半期利益 5,423 5,669 ＋246 ＋4.5%

フリー・キャッシュ・フロー 4,848 3,836 －1,012 －20.9%

設備投資 3,381 3,605 +224 +6.6%

（億円）
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2019年度
3Q 累計(1)

2020年度
3Q 累計(2)

増減
(2) － (1)

営業収益 28,059 27,352 －707

営業利益 6,514 6,440 －74

営業収益 7,328 8,080 ＋752

営業利益 1,364 1,778 ＋413

スマートライフ事業
営業収益 3,975 4,706 ＋731

営業利益 477 792 ＋315

その他の事業
営業収益 3,352 3,374 ＋22

営業利益 887 985 ＋98

セグメント別 実績

（億円）

スマートライフ
領域

通信事業

IFRS
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◆ 販売関連費用は端末機器原価、代理店手数料の合計。
◆ NW関連費用は減価償却費、固定資産除却費、通信設備使用料の合計。

IFRS

営業利益の増減要因

その他の
営業費用の増

＋207

営業収益
－29

営業費用
－368

販売関連

収入の減

－681

販売関連
費用の減

－922

販売関連収支

＋241

NW関連費用の増
（光通信サービス
関連費用含む）
＋346

その他の
営業収入の増

＋609

7,879

モバイル通信サービス
収入の減

－264

光通信サービス

収入等の増

＋307

（億円）

8,218
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570 580 590 600 620

(830) (710) (610) (540) (460)

19.3Q 19.4Q 20.1Q 20.2Q 20.3Q

モバイルARPU ドコモ光ARPU 割引適用額

ARPU

（円）

4,9204,710 4,8204,760

4,970 4,890 4,820

◆ ARPUの定義については、Appendixを参照。

◆ モバイルARPU、ドコモ光ARPUは割引適用額除き。

◆ 割引適用額には月々サポート、docomo with、ドコモ光セット割が含まれる。

4,800

4,760 4,760
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2019年度
3Q (1)

2020年度
3Q (2)

増減率

ｄポイントクラブ会員数（万） 7,345 7,967 +8%

ｄポイントカード登録数 4,065 4,852 +19%

ｄポイント利用（億ポイント） 1,459 1,824 +25%

提携先での利用 864 1,279 +48%

携帯電話契約数（万） 7,967 8,175 +3%

5G契約数 － 141 －

解約率（％） 0.54% 0.47% ▲0.07pt

ハンドセット解約率 0.43% 0.39% ▲0.04pt

スマホ・タブ利用数（万） 4,146 4,297 +4%

ドコモ光契約数（万） 633 693 +10%

主なオペレーション指標①

◆ dポイントカード登録数は利用者の情報を登録することで、提携先でｄポイントを貯める・使うことができるお客さまの数。
◆ dポイント利用と解約率は2020年度第3四半期累計。
◆ ハンドセット解約率はスマートフォンとフィーチャーフォンの解約率。
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2019年度
3Q(1)

2020年度
3Q (2)

増減率

金融・決済取扱高（億円） 38,200 50,800 +33%

ｄカード取扱高 29,900 38,300 +28%

ｄ払い取扱高 2,600 5,680 +119％

ｄカード契約数（万契約） 1,247 1,391 +12%

ｄカードGOLD 640 762 +19%

ｄ払いユーザー数（万） 2,198 3,255 +48%

決済・ポイント利用可能箇所（万か所） 143 287 +101%

主なオペレーション指標②

◆ 取扱高は2020年度第3四半期累計であり、dカード、iD、ｄ払い、ダイレクトキャリアビリング、ドコモ払い等の取扱高の延べ金額。

◆ d払い取扱高はd払いコード決済及びネット決済、ｄ払い(iD)決済の取扱高の合計。

◆ d払いユーザー数はd払いアプリダウンロード数とd払い(iD)会員数の合計。

◆ 決済・ポイント利用可能箇所はdポイント・iD・d払い決済（コード決済およびネット決済）利用可能箇所の合計。



8

新料金プランの提供

・ 20GB 2,980円/月
・ ファミリー割引のカウント対象に

4月1日 提供開始

3月26日 提供開始

◆1 みんなドコモ割（3回線以上）：▲1,000円、ドコモ光セット割：▲1,000円、dカードお支払割：▲170円適用後

◆2 dカードお支払割：▲170円適用後

◆3 5分超過後は、20円/30秒の通話料がかかります

無制限 4,480円/月
◆1

１GB 1,480円/月
(5分以内/回の国内通話無料)

60GB 4,380円/月
◆1

◆2

◆3

対応端末
3月1日発表予定
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5G サービス・ソリューション

５Gの取組みが着実に進行
新たなパートナーとの取組みを推進 5Gソリューションの社会実装

Tリーグにおける新たな観戦体験 7ソリューションを新たに提供

“人”中心のDXを実現する
5Gスマート工場の開設

XRシティ SHINJUKU
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R&Dの主な取組み

ミリ波向け窓の電波レンズ バーチャルイベントプラットフォーム

docomo Open House 2021
2月4日～7日完全オンラインにて開催中

窓ガラスをレンズ化し、屋外設置の基地局
アンテナから屋内に効率的にミリ波を誘導

マイアバターでイベントに参加し、仮想空間で
ドコモの持つ技術やソリューションに没入体験

メタサーフェスレンズ ＋ リピーター 焦点制御可能なメタサーフェスレンズ＋ リピーター通常の窓

屋外

屋内

焦点を動的に切り替え

リピーター

×
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選ばれ続け

つながり続ける

強いICTサービスパートナーへ
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Appendix
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セグメントに含まれる主なサービス等
通信事業

スマートライフ事業

その他の事業

・LTE（Xi） サービス

モバイル通信サービス

・国際サービス ・端末機器販売 等

・光通信サービス

光通信サービス及びその他の通信サービス

・衛星電話サービス 等

・FOMAサービス

あんしん系サポート

・ケータイ補償サービス ・あんしん遠隔サポート 等

法人ソリューション

・法人IoT ・システム開発・販売・保守受託 等

・5Gサービス

コンテンツ・ライフスタイルサービス

金融・決済サービス

・dカード ・dカードGOLD ・iD ・d払い ・Fintech 等

・ｄTV ・dヒッツ ・ｄマガジン ・dショッピング ・dヘルスケア

・㈱NTTぷらら ・㈱オークローンマーケティング ・タワーレコード㈱ 等



ARPUの定義および算出方法
① ARPUの定義

ARPU（Average monthly Revenue Per Unit）：1利用者当たり月間平均収入

1利用者当たり月間平均収入(ARPU)は、1利用者当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために用います。ARPUは通信

サービス収入（一部除く）を、当該期間の稼動利用者数で割って算出されています。こうして得られたARPUは1利用者当たりの各月の平均的

な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を提供するものであると考えています。

② ARPUの算定式

総合ARPU：モバイルARPU＋ドコモ光ARPU

・モバイルARPU：モバイルARPU関連収入（基本使用料、通話料、通信料）÷稼動利用者数

・ドコモ光ARPU：ドコモ光ARPU関連収入(基本使用料、通話料)÷稼動利用者数

※割引適用額除きのARPUについては、関連収入より割引適用額を除外し算出

③ 稼動利用者数の算出方法

当該期間の各月稼動利用者数((前月末利用者数＋当月末利用者数)÷2)の合計

④ 利用者数は、以下のとおり、契約の数を基本としつつ、一定の契約の数を除外して算定しています。

利用者数 ＝ 契約数

－通信モジュールサービス、「電話番号保管」、「メールアドレス保管」、「ドコモビジネストランシーバー」並びに仮想移動体通

信事業者（MVNO）へ提供する卸電気通信役務及び事業者間接続に係る契約数

－ 5G契約、Xi契約及びFOMA契約と同一名義のデータプラン契約数

なお、通信モジュールサービス、「電話番号保管」、「メールアドレス保管」、「ドコモビジネストランシーバー」、MVNOへ提供する卸電気通信役務

及び事業者間接続に係る収入並びに「dポイント」等に係る収入影響等は、ARPUの算定上、収入に含めていません。
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本資料に記載されている、将来に関する記述(業績予想を含む)を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情

報に基づく、現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するためには、

過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の前提(仮定)を用いています。これらの記述ないし事実または前

提(仮定)は、客観的には不正確であったり将来実現しなかったりする可能性があります。また、その原因となる潜在的リスクや不確定要因はいずれも

当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり、実際の業績等は様々な要因により予想と大きく異なる可能性がありま

す。それらの潜在的リスクや不確定要因については、当社が公表している最新の有価証券報告書及び四半期報告書をご参照ください。

本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する各社の商標又は登録商標です。

予想の前提条件その他の関連する事項
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